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1.研 究 目 的

 S.K.ラ ンガーによれば, 「舞踊の身振 りは, 現

実の身振 りとは明 らかに異なる。」又, 「舞踊を支

配するのは, 想像きれた感情であって, 現実の感

情ではない。」つまり, 舞踊の身振りは, 現実の感

情を象徴(シ ンボル)化 したものである(文 献1)。

本研究ではこの 「舞踊の幻影を形成し, 組織する

基本的抽象作用である身振り」が表現する感情や

その鑑賞構造を探究することに した。

 心理学の分野では, 感情の分類に関する研究は

多い。特にシュロスバーグは俳優:の顔写真に示さ

れている情動を分類する研究を行なっている(文

献2)。 又, オスグッドらは, 多様な対象の意味を

測定する為に, SD法(Semantic Differential

Technique, 意味微分法)を 体系化 した(文 献3)。

 本研究では, 身体表情のポーズ写真を用いて2
つの調査を行なった。調査1で はシュロスバ-グ

の表情判定法でアンケー ト調査 し, それを主成分

分析法で分析 した。調査2で はSD法 で調査 し, 

それを因子分析法で分析した。これ らの調査の目

的は, 分析によって身体表情はどのように分類さ

れ, 象徴化された舞踊のポーズは, その分類構造

の中でどのように位置づけられるかを検討するこ

とである。

2.研 究方法 と結果

 (1)調 査1一 シュロスバーグの表情判定法に

 よる調査 とその主成分分析

 (1) 研究方法

 32種 類のポーズ写真に該当すると思われる感情

語を11種 類の中から選択 して記入するアンケー ト

調査を行なった。11種 類の感情語は, シュロスバ-

グの研究から引用 した。 データ処理は, 主成分分

析法を用いた。

 (2) 結 果

 個有値1.0以 上の主成分(第I～ 第W主 成分)

を算出 し, 次のように命名 した。 第1主 成分は

「快 一 不快」, 第II主成分は 「緊張 一 眼り」, 第

lII主成分は 「拒否」の単極性成分, 第W主 成分は

「内向 一 外向」である。

 各主成分得点を2軸 の平面にプロットした結果, 
バ レエ 「瀕死の白鳥」のポーズは, 他の感情表現

のポーズとは分布の仕方が異なり, 第1主 成分に

おいては, 皆 「快」の軸上にあり, 第 耳～第W主

成分においては, 大部分が各軸の中位にプロット

された。

 (2)調 査2-SD法 による調査とその因子分

 析

 (1) 研究方法

 25種類のポーズ写真に対 して, 22個の形容詞を

6段 階の尺度で評定させるアンケ-ト 調査を行なっ

た。写真の内容は, 14種類の感情を表現 したポー

ズと, バ レエ 「瀕死の白鳥」の中か ら選んだ6種

類と, 日本舞踊 「鷺娘」の中か ら選んだ5種 類の

ポーズである。デ-タ 処理は因子分析法を用いた。

 (2) 結 果

 表1は, 主因子解法を通 して得 られた因子負荷

量を, ヴァリマックス法で回転 した結果の単純構

造である。因子負荷量の絶対値が0.62以 上のもの

をとりあげ, 各因子の解釈を行ない, 第1因 子は

「快 一 不快」, 第n因 子は 「興奮 一 沈静」, 第

III因子は 「執着 一 淡白」と命名 した。

 図1は, 第1, II因子の得点を2軸 の平面にプ
ロットしたものである。感情表現のポーズと比較

すると, 第1因 子においては, バ レエ 「瀕死の白

鳥」のポーズは主 として 「快」の極に, 日本i舞踊

「鷺娘」のポーズは主として 「不快」の極にプロッ

トされた。第 豆因子においては, どちらも大部分

は 「沈静」の極にプロットされたが, 「興奮」の

極にも高得点でプロットされてお り, 力動性因子

表一1 全体の因子負荷量の単純構造

個 有 値11.616.027.87

寄 与 率52.8%27.4%8.5%

-32-



における分布のヴァリエ-シ ョンは広がった。第

II因子においては, どちらのポ-ズ も 「淡白」の

極に高得点でプロットされた。

3.結 論 と考察

 身体表情における感情の分類や印象構造は, ほ

ぼ シュロスバーグやオスグッドの顔の表情の分類

と-一致 した。又, バ レエ 「瀕死の白鳥」のポ-ズ

は 「快」の極に, 日本舞踊 「鷺娘」のポ-ズ は 「不

快」の極にプロットされた。 これは, バ レエは外
に開 く技法によって体を支配されているのに対 し

て, 日舞は膝を曲げ, 腰を入れる技法によって支

配されている為だと思われる。更に, バ レエや日

本舞踊のポーズは, 他の感情表現のポ-ズ とは分

布の仕方が異なった。 これはランガ-が 述べるよ

うに, 「象徴化された舞踊の身振 りは, 生の感情

を 表現する身振 りとは明らかに異なる」ことを裏
づける結果である。

図 一 1

 全体の因子得点散布図
-枠 は絶対値1・5以 上のポーズ

----枠 はバレエのポ-ズ

--枠 は 日舞のポーズ

第1因 子
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